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1．は じめに

　高照度下 に置か れた 白い色紙 （例えば ，
マ ン セ

ル 色票 N8）を，低照度下の 白い 色紙 （同 じ く N8）

と見比べ る と，両者 ともほ ぼ同 じ明度に 見 え る 〔明

度
一

致）に もか かわ らず，高 照度 下 の 色紙の 方が

よ り明る く輝 い て見える こ とだ ろ う （ブライ トネ

ス 不
一
致）［1，2］。こ の よ うに ， 物体色モ

ー ドの色

知覚属性に は，物体色それ 自身の 属性で ある色相，

明度，彩度 （い わゆる色の 三属性）だけで なく，

照度増減の 効果 を含むブ ライ トネ ス ，カ ラ フ ル ネ

ス 属性が存在し ， それ らは色知覚の 完全 な記述 に

必要で ある［3，4］。こ こ で ， 均
一

照明下で は，2 色

に っ い て ， 明度が
一
致すればブライ トネス も

一
致

す る。 しか し， 不均
一

照 明 ドで は，両者 の
一
致条

件が異なる．つ ま り，明度は
一
致 するが ，ブライ

トネス は
一
致しない こ と （またはそ の 逆）が起 こ

り うる。

　本報で は ， こ の 不均
一

照明下で の 明度とブライ

トネ ス の 乖離現象を実験的に検証する こ とを目的

とし て ，どの よ うな教示 をすれば 両者を 区別 で き，

また，それぞれ の
一
致条件が どの 程度違 うの か に

つ い て ， 被験者実験を行 っ た e 彩度 とカ ラ フ ル ネ

ス の 乖離現象に つ い て は今後の 課題 とする。

2 ，調査方法

　 不均
一

照明を実現するため，照明ブース （大 き

さ ：幅 670X 奥 60   × 高 600mm，内壁 N5）を 2 つ

並置 し，左右で照度を変 えた もの を用意した （低

照度 100 匚lx］， 高照度 2000［1x］， 光源 D65蛍光灯 ）。

そ して ，試験光側に無彩色色 票 （視野 角約 2
°

）

を設置 し，参照光側 の グ レース ケ
ー

ル （マ ン セ ル

色票 N9．5 か ら N1 まで 0．5 明度間隔）
［注 1］

か ら，

明庶一致条件 、ブ ラ イ トネス
ー致条件 を選択する

［＝L
−

一　
．一一

一 ］ 16

被験者 実験 を行 っ た。実験教示，手順はつ ぎの 通

りで ある 。

【実験教示】

　文献 1 の 図 N−1，文献 2 の Fig．1 に収録 されて

い る不均
．
照明下 で 撮影 され た 「4 本 の 白い ポー

ル と茶色い ビ ル 」 の 写真 を，文献 1，2 に書かれた

写真 の 説明文 とともに被験者に提 示 し ， 明度 とブ

ライ トネ ス の 概念差を理解 させ た後，次 の 教示 を

与 えた。

明度
一
致 ； 「光の 量 ・強 さの 違 い は無視 して ，色が

　　　　
一
致章る色票を選んで ください 。」

ブライ トネスー致 ： 「色の 違い は無視して ， 反射 し

　　　　 て い る光 の 量・強さが
一

致す る色票を選

　　 　 　 ん で くだ さい 。」

【実験手順】

1 ）低照度 （100［1x］）側 に試験色票 N8，　 N6，　 N4

　を 1 っ ず つ 提示 し，高照度 （20QO［lx］）側の グ

　 レース ケ
ー

ル の 中か ら， 明度が
一

致する色 票 ，

　ブライ トネス が
一

致す る色票 を選択 させる、

2 ）高照度 （2000［lx］）惻 に試験色票 N4，　N2 を 1

　っ ずっ 提示 し ， 低照度 （100［lx］）側 の グレース

　ケ
ール の 中か ら，明度が

一
致する色票，ブ ライ

　 トネス が
一

致する色票を選択 させ る。

　被験者は l！名 （1 名に つ き，日を変えて 3 回実

施）で ，実験は ， 2 つ の 照明ブース 間に隔壁 を設

け て ，
左 眼と右眼をそれぞれ左右 の ブース に 別 々

に順応 させ た状態 （両眼隔離）と ， 隔壁を設けず

に，両 目で両ブ
ー

ス を自由に観察する状態 （両眼

視）の 2 条件で 行 っ た 。

3 ．結果およ び考察

　図 1 ，2 に両眼隔離の 場合の 実験結果を示す （両

眼視の 場合 もほ ぼ同 じ結果が 得 られた）。 まず ， 明

度一致条件 （実線）に っ い て は ，
L＊が

一
致する色

票を 同じ明度である と判定 して い る （明度の 恒常

性が成立 して い る）。
一一
方 ，

ブ ライ トネス
ー

致条件
一一

：＝＝：二：1
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試験色票 照度［IX］　実験結果

図 1　 低照度下の 色票に明度 （実線） とブ ライ ト

ネ ス （点線）が
一致す る高照 度下 の 色票 の L＊値

（両眼隔離 の 場合，被験者 11名 の 平均値）
：注 1：
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図 2　高照度下の色票に明度 （実線）とブライ ト

ネス （点線）が
一

致する低 照度下 の 色票 の L＊値

（両眼隔離の 場合，被験者 11名 の 平均値〉
匚注 且：

（点線）につ い て は，低照度下 の 色票 と同 じブラ

イ トネス と判定され る高照度 ドの色票は ，10L＊ （1

マ ン セ ル 明度）程度低くなっ て い る 。
つ ま りブラ

イ トネス 属性 には，恒常性は成立せ ず，順応輝度

依存性が 明確 に存在する 。 ただ し，低照度側 と高

照度側で 輝度差が 20 倍あるに も関わらず
， そ の 差

は わずか ユマ ン セ ル 明度で あり，輝度の影響はか

な り圧縮され る こ とが分か る。

　 つ ぎ に ， 表 1 に CIECAT94LAB ［5］お よ び

CIECAMO2［6］を使 っ て今回 の 実験条件にお け る明

度お よびブ ライ トネ ス
ー

致条件 を予測 した値 との

比較を示 す （図 1 に対応す る結果 の み）．明度の
一

致 につ い て は予測値は実験結果 とほぼ同 じ値にな

り良好 に予測 して い るが
，

ブ ライ トネス の
一
致条

件 につ い て は，両モ デル とも順応照度依存性 を今

回 の 実験結果 よ りも大き く加味 して い る、さ らに ，

両 モ デル 間に も差がある こ とが分か る。

　色覚実験 に用い られ る こ との多い 均一照明の 下

で は，明度 とブ ライ トネ ス の 間，彩度 とカラフ ル

ネス の 間には，それぞれ 良好な相関関係が成立す

るた め ， 両者を明確に区別する こ とが難 し い ．さ

らに，ブ ライ トネス ，カ ラ フ ル ネス 属性 を簡易に

再現で きる表示 媒体がない こ ともあ り
， 照度増減

の 効果を含む色 知覚属性 につ い て の 理 解は進ん で

い る とは言 い 難 い r／C工ECAMO2 な ど最近の 色 見え モ

表 1　 実験結果 と色見え モ デル との比較

試 験色票

名目実測L＊

明度
一
致となる墜

結果 CAT94 　CA   2

ブライトネス
ー
覲 ＊

結果 GAT94　C  2

糠

一
致」＊

N8　 814

N6　 63．2

M 　 　45．2

82．3　　77．2　 81．3

61、4　 5駐9　 62．9

41．9　 42．8　 449

73．9　 47．8　 30．2

54．2　 37．1　 2毛．6

36．2　 26．5　 13．0

1991326

．5

一

デル で は，ブ ライ トネ ス
， カラ フ ル ネス に っ い て

も相関量 が 与えられ て い るが ，
モ デル の 開発者に

よ っ て 定義の 解釈が異なるため数値に統
．
性がな

い と考え られる。

4 ．まとめ

本報で は，以下 の こ とを明 らか に した。

1 ）理解が難 しい とされる明度とブライ トネ ス の

概念差を，写真 を使 っ て 教示す る方法を実施 し，

　そ の 有効性を確認 し た。

2 ）不均一照明 下にお い て，明度が
一一一

致する条件

　とブ ライ トネス が
一

致す る条件が異な る こ と を

　実験的に確か めた。

3 ）実験で 得られ たブライ トネス の 順応輝度依存

性は ， 色見 えモ デル で予測 される よ りも小 さい
。

［注 1ユ実験の 解析には ， 色票 の マ ン セ ル 明度 （名

目） で は な く，被験者 の 視 点 位 置 か ら Photo

Research 社分光輝度計 PR−650 で実測 した 輝度を照

度に応 じて L＊値に 変換したもの を使用 した。
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